
0

1 頁平成20年 2月14日  09時47分  作成

07 商工費

01 商工費

02 商工業振興費

商工課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2503000000

003300

004

00

0

00

商工業振興資金貸付事業（商工課）

前 年 度

活力みなぎる米子

商業の活性化

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

03,620,247000

3,620,2473,720,2473,898,4973,526,377

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 3,620,24721 3,620,247貸付金 諸収 02 04 01 001
商工業振興資金貸付金元利収入（商

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　の数倍の額の融資を創出して下記目的を達成し、もって地域経済の活性化を図る。
　　・民間金融機関の融資を補完し、経営基盤の弱い中小企業者の資金繰りを支援する。

　平成20年度新規予定融資枠

　に関わらず市に償還され、その償還金収入を財源としている。
　　金融機関に対する資金預託によって融資利率を引き下げ、また、預託金は企業の返済
②　事業効果
　　・災害、経済情勢の変化、取引先倒産など、突発的・広域的な局面に対応する。
　　・企業の集団化、業種転換、設備の近代化など、市内産業構造の転換を誘導する。
　　・新規開業や新技術・新商品の開発等の新しい動きを支援する。

　　鳥取県及び金融機関と協調した制度融資を運用することにより、本市が調達した原資
①　事業全体概要

　　　※　現在運用中のものは、すべて県との協調制度
　　　※　本市予算額に県及び金融機関の資金を加えた融資可能額

　　　合　計（総融資枠）　　　  　　　4,040,000,000円　　　
　・取引安定化対策資金融資枠　　　　　　350,000,000円
　・経営改善対策特別資金融資枠　　　　  840,000,000円
　・新規参入資金融資枠　　　　　　　　　750,000,000円
　・中小企業小口融資資金融資枠　　　　2,100,000,000円
　・米子市季節金融対策資金融資枠　　　　　　　　　0円（取扱休止中）
　・米子市中小企業経営安定資金融資枠　　　　　　　0円（取扱休止中）

　①　財源内訳の積算根拠
　　　財源は、商工業振興資金貸付金元利収入。

　　　また、他市は、県と協調しない独自の融資制度を引続き運用している。（本市は休
　　に変更したが、県内全市町村が、預託方式を継続している。
　　　協調している鳥取県が、制度融資の運用を預託方式から金融機関への利子補給方式
　②　他市の状況

　　　　・金融機関の融資残高に対応する継続分預託金　　　3,100,247,000円
　　　　・本年度中新規融資見込額に対応する新規分預託金　  620,000,000円

　　止中）
　③　事務事業評価の反映状況　　現状維持
　　　利子補給方式への移行については、現状では一般財源の負担増加となるため、メリ
　　ットを十分に考慮して引続き検討することとした。

会計 001 一般会計 07款 01項 02目 00400000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時48分  作成

07 商工費

01 商工費

02 商工業振興費

商工課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2503000000

009225

028

00

0

00

企業立地促進補助金

前 年 度

活力みなぎる米子

工業の振興

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

17,3410000

17,34117,34122,94622,946

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

19 17,341負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

が、企業の地方進出意欲を醸成し、進出を決定づけるためには企業から見た経済的なメリ
ットもより重要な要素になる。また、新たな雇用を創出する地元企業の増設や移転につい

(1)事業計画

増加が期待でき、本市経済の活性化に寄与する。
本市への企業進出意欲を増大させる要因となるとともに、地元企業の設備投資及び雇用の
(2)事業効果
の企業立地を促進し、産業構造の高度化及び雇用機会の拡大を図る。
、移転しようとする既存企業を支援する米子市独自の優遇制度を適用することで、米子市
ても誘致企業と同様に支援していく必要がある。このような状況の中で、誘致企業や増設

企業誘致を推進していくためには、各種基盤整備や用地、労働力の確保なども必要である
(1)事業の概要

　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　26,082,998円
　　　　　雇用促進補助金　　　　４社　　13,000,000円
　　　　　工場立地促進補助金　　２社　  13,082,998円
　　平成１８年度交付予定

　　　　　　　　計　　　　　　　　　 　17,341,000円　　　　　　　　　　
　　　　　雇用促進補助金　　　　４社　  7,800,000円
　　　　　工場立地促進補助金　　２社　　9,541,000円
　　平成２０年度交付予定
　　　（雇用期間が１年を超える新規常用雇用者が１０人(中小企業は３人)となるもの）
　②雇用促進補助金…新規常用雇用者数×３０万円（当面は１０万円×３年）
　　　　　　　　　　　　３年度における投下固定資産に係る固定資産税相当額
　①工場立地促進補助金…操業開始日が属する年の翌年の４月１日から始まる年度から

（１）他市の状況
　鳥取市企業立地促進補助金…投下固定資産額に一定率(0.5%～5%)を乗じた額と、新規

　　　　評価結果・・現状維持
（２）事務事業報告の反映状況
　　　　　　　資産に対する固定資産税相当額を３年間に分割して交付。
　境港市企業立地促進補助金、境港市工場立地促進補助金…操業開始時における当該固定

　　　　　　　雇用者数に１０万円を乗じた合計額を交付。　　　
　倉吉市企業立地奨励事業補助金…用地の取得額に一定率(15%～20%)を乗じた額を交付　

　　　　　　　　　　企業の進出状況、鳥取県及び他市の動向によっては見直しを検討。

会計 001 一般会計 07款 01項 02目 02800000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時49分  作成

07 商工費

01 商工費

02 商工業振興費

商工課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2503000000

009229

030

00

0

00

商業活動新規参入支援事業

前 年 度

活力みなぎる米子

商業の活性化

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

2,7550000

2,7552,7552,7552,755

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

11 需用費
13 2,755委託料
14 使用料及び賃借料
15 工事請負費
19 負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

・事業内容　ローリスク、ローコストで試行的に商業活動を実践することが出来る
　　　　　　仮店舗「チャレンジショップ」を元気な「商人の卵」に提供すること

・本年度の事業計画

　　　　　　ことによって中心市街地の活性化を図ることが出来る。
　　　　　　チャレンジショップ修了者が近隣（中心市街地の空き店舗）に出店する
・事業効果　意欲ある新たな商業者を育成することによって商業振興を図るとともに、
　　　　　　経営や本格開業に関する指導を行う。
　　　　　　したチャレンジショップ（５区画）を一定期間貸出し、参加者に対して
　　　　　　により、商業活動への参入環境づくりを行う。商店街の空き店舗を活用

　　　　　　商業の活性化を図るため、事業実施が必要である。
・必要性　　活力ある元気な商業者の育成支援を通じて商業への新規参入を促進し、　

　　また、修了者の新たな開業により、商業の活性化を図る。
　　２０年度に修了する参加者のうち、半数以上の本格開業を目指す。
・事業の効果
　　事業は紺屋町商店街振興組合に委託する。
　経営指導及び本格開業出店に向けた指導を行う。
　　チャレンジショップ「しょいや！」（５区画）の施設管理、参加者の募集選考、

・財源内訳　　一般財源
・他市の状況　鳥取市（11区画分）、倉吉市（3区画分）でチャレンジショップ設置中

　　　　　　　　引き続き、広報・ＰＲ等を積極的に行う。
　　　反映状況　引き続き、現在のチャレンジショップ（5区画）で事業を継続する。

・事務事業評価の反映状況
　　　評価結果　現状維持

会計 001 一般会計 07款 01項 02目 03000000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時50分  作成

07 商工費

01 商工費

02 商工業振興費

商工課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2503000000

037118

054

00

0

00

情報通信関連企業立地促進補助事業

前 年 度

活力みなぎる米子

工業の振興

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

32,0000000

32,00032,00032,00032,000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

9 旅費
19 32,000負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

（補助制度の交付期間は５年間。平成２０年度は４年目の交付になる。）
(2)事業効果

事業計画

本補助制度は、平成18年7月より新規の適用を停止している。
(3)特記事項
誘致企業が安定した事業運営を継続できることにより、雇用の確保を図ることができる。

平成１６年に本市に誘致した情報通信関連企業の事業運営に対する補助金を交付する。
(1)事業の概要

　　　　　　　　　　（債務負担行為H20～21　　6,400万円）
平成19年度交付予定　　情報通信関連雇用事業補助金（第４回） 　1件　3,200万円

　②専用通信回線の使用料・通信料×５０％　（限度額　年2,000万円。5年間）
　①事業所賃借料×５０％　（限度額　年1,200万円。5年間）
○情報通信関連雇用事業補助金制度

（１）他市の状況
　鳥取市　設備投資の5～15％（限度額2,500～7,500万円）、事業所賃借料の1/6　

　松江市　オフィス賃借料×1/2（８年間。限度額年2,400万円）

　　　　（限度額1,000～3,000万円）、通信料等×1/6（限度額1,600～3,000万円）
　倉吉市　米子市と同様。

会計 001 一般会計 07款 01項 02目 05400000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時50分  作成

07 商工費

01 商工費

02 商工業振興費

商工課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2503000000

042161

060

00

0

00

都市エリア産学官連携促進事業

前 年 度

活力みなぎる米子

工業の振興

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

1,1500000

1,1501,1501,1501,150

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

19 1,150負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

した「染色体工学技術による生活習慣病予防食品評価システムの構築と食品等の開発｣
が文部科学省に採択され、平成１８年６月から事業開始。当該事業は、食品製造業が集

【全体事業】

ファンド形式であため、地域資金の確保が全体事業費を担保する必須条件になっている。
に大きく貢献すると見込まれる。２．国費は地域資金の額によって決定されるマッチング
連携し、新産業を創出するものであり、本市への大きな経済効果と健康長寿社会の発展に
【必要性】１．鳥取大学の先端技術と地元企業等が有する水産バイオマスの独自技術が
県産業技術センター、民間企業１０社(内、市内企業４社)【事業期間】Ｈ18～20年度
積している米子･境港エリアの特性を生かした産学官共同研究。【参画機関】鳥取大学、

新規事業の創出、研究開発型の地域産業の育成を図る。平成１８年４月、鳥取県が提案
【事業概要】地域の主体性のもと、大学等の｢知恵｣を活用して新技術シーズを生み出し、

【予算要求額】　　交流事業・共同研究事業実施負担　　１，１５０千円
　　開拓を図ることができる。
３　シンポジウム、研究交流会の開催により、研究成果の啓蒙普及と新技術新製品の販路
　品開発の進展を図ることができる。
２　当該事業に参画している地元企業の研究開発費を助成することにより、新技術や新製
１　地域資金として積算され、文部科学省の研究委託費を確保することができる。
【市負担金の効果】
されることが見込まれる。平成２０年度の全体事業費は１１０，０００千円の予定
平成２０年度は都市エリア産学官連携促進事業の最終年度に当り、新技術と新製品が創出

【財源内訳】
・全体事業費　３４７，８１６千円　　（Ｈ１８年度　１１６，４９３千円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ１９年度　１３１，７５５千円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ２０年度　１１０，０００千円）　　

会計 001 一般会計 07款 01項 02目 06000000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時52分  作成

07 商工費

01 商工費

03 観光費

観光課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2504000000

003365

006

00

0

00

コンベンション関連経費

前 年 度

活力みなぎる米子

コンベンションを活用した賑わいづ

交流と連携を育むまちづくり

『よなご』がいきいき

0

225,9665,655000

231,621232,979227,113227,853

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

14 5,6559 旅費 使用 01 06 01 003
12 112役務費 行政財産使用料
13 107,065委託料
17 102,655公有財産購入費
19 21,789負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

行い、その活動を積極的に支援し活用を図る。また、米子コンベンションセンターの管理
運営においては、平成１８年度から指定管理者制度を導入したところであるが、さらなる

（１）事業計画

宿泊、飲食、観光等に経済効果があらわれ、地域経済の活発化に繋がる。
計37億3,900万円の波及効果があったと推計される。大会、学会等の誘致により参加者の
平成18年度鳥取県において、直接的経済効果23億1,000万円、間接的効果14億2,900万円の
（２）事業効果
経費節減を図るとともに利用者に対するサービスの向上に努める。

財団法人とっとりコンベンションビューローに対し、運営費、大会開催補助金等の交付を
（１）事業の概要

（２）その他特記事項

　②米子駅前簡易駐車場用地・建物購入費の償還
　①米子駅前簡易駐車場管理運営業務委託
３、米子駅前簡易駐車場に関するもの　
　②米子国際会議場に係る備品購入費
　①米子コンベンションセンター指定管理委託
２、米子コンベンションセンターに関するもの
　③連絡調整会議への出席
　②大会開催補助
　①（財）とっとりコンベンションビューロー運営費補助
１、（財）とっとりコンベンションビューローに関するもの

（１）財源の説明
　米子駅前簡易駐車場の土地使用料、駐車場使用料　5,353,653円

　　　　　鳥取市：8,149千円、倉吉市：2,778千円、境港市：1,087千円
　・コンベンションビューロー運営費補助　　13,414千円

（２）他市の状況
　・大会開催補助　　平成２０年度米子ＣＢ対象予定総額　16,750千円×1/2

会計 001 一般会計 07款 01項 03目 00600000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時52分  作成

07 商工費

01 商工費

03 観光費

観光課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2504000000

033066

051

00

0

00

米子がいな祭補助事業

前 年 度

活力みなぎる米子

観光地としての魅力づくり

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

5,7600000

5,7605,7605,7605,760

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

19 5,760負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

（２）事業の効果
地域住民の触れ合いの場を創出し、連帯感を高めふるさと意識の高揚を図る。

（１）事業計画

また、一大観光イベントとして地域経済を活性化させる。

米子がいな祭に補助金を支出し、財政面から支援を行う。
（１）事業の概要

　　　　　　　補助する。
がいな祭　　　事業費を除く、事務費、会議費、清掃費、交通対策費、宣伝費を対象に

財源内訳
　一般財源

会計 001 一般会計 07款 01項 03目 05100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時53分  作成

07 商工費

01 商工費

03 観光費

地域整備課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

6004000000

033459

056

00

0

00

淀江盆踊り花火大会補助事業

前 年 度

活力みなぎる米子

観光地としての魅力づくり

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

3500000

350350350350

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

19 350負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

（２）事業の効果
町内の老若男女や郷土への帰省の人々が一堂に会し、夏のひと時を楽しく過ごし、親睦を

（１）事業計画

活性化を図る。
深めつつ、淀江の夏の風物詩として定着させるとともに、地域の連帯感の高揚とまちの

淀江町盆踊り花火大会に補助金を支出し、財政面から支援を行う。
（１）事業の概要

合併協議で継続を確認。
（２）その他特記事項
を補助する
花火経費の一部（３分の１）を上限に補助（旧淀江町補助分７００千円×０．５）

１．（１）他市の状況、合併協定項目等
新市でも継続することを確認

　　交流の場として今後も続けて開催されるべきだと考える。
　　　３５年以上も続いている伝統ある祭りであり、地域の活性化や新しい米子市民の

２．事務事業評価の反映状況
　　評価結果・・・現状維持

会計 001 一般会計 07款 01項 03目 05600000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時54分  作成

07 商工費

01 商工費

03 観光費

観光課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2504000000

043062

071

00

0

00

エコツーリズム推進事業

前 年 度

活力みなぎる米子

観光地としての魅力づくり

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

6000000

600990990990

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

9 0旅費
19 600負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

ることから、本市の自然環境を守るとともに活用することを目指す。
①日本エコツーリズム協会エコツアーガイド・コーディネーター養成講習会の招致支援

１観光関係者及び市民の環境保護活動への意識を高揚するとともに参加を促進し、また、

　とともに観光資源としても活用して地域の活性化を図る。
２必要性　エコツーリズムを推進することで本市固有の歴史文化や自然環境を保全すると
　リスタートメニュー等の実施
　エコツアー商品開発調査、エコツーリズム推進講習会、ライフセーバーウォーク、
②米子市観光協会エコツーリズム推進補助事業
　開催招致経費　1,000千円　補助率１／３（事業主体・鳥取県・米子市が各1/3負担）

　中海・宍道湖がラムサール条約登録され、また、エコツーリズム推進法も検討されてい
１事業概要

４エコツーリズムを推進するために、関係者の講習会を開催する。
３エコツアーガイド・コーディネーターによる新たなエコツアー商品の開発を目指す。
２環境保全とその活用とのバランスの取れた質の高い観光地の実現を目指す。
観光地」としてアピールする。
エコツアーガイド・コーディネーターを養成し、本市が率先して環境問題に取組む「エコ

財源内訳
　一般財源

会計 001 一般会計 07款 01項 03目 07100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時54分  作成

07 商工費

01 商工費

03 観光費

観光課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2504000000

045708

077

00

0

00

国際観光振興事業

前 年 度

活力みなぎる米子

観光地としての魅力づくり

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

3000000

30040500

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

11 0需用費
19 300負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

図るため、独立法人国際観光振興機構（ＪＮＴＯ）に加盟し、事業展開する。
　また、機構を活用した国際会議の招致を模索する。

１事業計画

ォメーション・センターからの情報提供する機会を得ることが必要である。
現在、海外への情報発信の方策がないことから、機構の海外事務所やツーリスト・インフ
　増加している外国人観光客を圏域に誘致し、観光振興を図ることが必要である。
２　必要性
　配布用外国語パンフレットの作成。

　海外における観光宣伝、外国人観光客への観光案内などインバウンドの促進を効率的に
１　事業概要

　定期的な情報配信や調査統計資料の提供
③情報提供サービス
ア招請の取材先選定における優先的な案内。
　海外出張時のセールスアポイントメントの取得。海外事業への優先的参加案内。メディ
②セールス支援サービス
やツーリスト・インフォメーション・センターからの情報発信。
　ニュースレター、プレスリリースによる会員情報の海外でのＰＲ。ＪＮＴＯ海外事務所
①ＰＲ支援サービス
２事業効果
　国際観光振興機構への会員登録（ブロンズ会員）　　１０５，０００円

１　財源
　一般財源
２　他市の状況
　鳥取市　Ｈ１９　同機構の賛助会員加盟

会計 001 一般会計 07款 01項 03目 07700000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月14日  09時55分  作成

07 商工費

01 商工費

03 観光費

観光課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2504000000

046024

078

00

0

00

米子がいな祭３５周年記念事業

前 年 度

活力みなぎる米子

観光地としての魅力づくり

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

5000000

5001,44000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

19 500負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

米子がいな祭の予算のうち、事業費を対象に１,４４０,０００円を上限に補助する。

を迎える。周年記念にふさわしい盛大な祭りとなるよう、財政支援を行う。
本市の一大観光イベントとして定着してきた「米子がいな祭」が、平成２０年は３５周年

一般財源

会計 001 一般会計 07款 01項 03目 07800000事業 1頁
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